	[bookmark: _GoBack]長岡市立日越小学校4年生　85名　　畑先生　　
サポート団体：NPO法人ふるさと未来創造堂
サポーター：地域に精通しているコーディネーター及び地域在住の防災士、元消防士

	外部に相談したきっかけ
（こんな困りごとがあった、
　施設を利用したかった、等）
	日越小4学年の総合的な学習の時間は、平成25年度から毎年防災をテーマに１年間学習を進めている。子どもの思いをもとに活動を進める上で、地域の講師と教師で、子どもを育てる思いを共有する場のコーディネートが必要だと感じたから。
また、活動をどのような時期にどのようなねらいで実施するか、全体の流れをどのように組み立てていくかなどを考えていくか等、粘土当初に年間の計画を共有する話し合いの場がコーディネートされることで、地域の講師の方の予定も立ちやすいし、学校側も依頼しやすいから

	サポート実例
	・総合の年間計画作成への助言及び地域への詳細説明
・地域が関わる活動内容や日程、それぞれの役割分担の整理
・講座資料や計画案の作成及び当日の進行管理（または講座講師）
・外部講師の日程調整及び派遣　等

	先生の声
（やってみて良かった、改善点等）
	年度当初に地域に教師の願い（子どもに育みたい力や取り組みたい活動など）を伝え、共通理解を得ることで、年間を通じての活動が同じ方向を向いて進めていける。話し合いに第三者が関わることで、子どもの学びが中心にあることを再確認することができ、学校と地域がより子どもの学習活動の検討を建設的に話し合うことができる。
また、他校の取組や活用できる教材・資料の紹介・提供から、学習の充実はもちろん、子どもだけでなく、地域や教師も共に学べる機会になり、次年度以降の取り組みの継続・発展にもつながっている。



